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九谷焼技術研修所 中期経営目標 

（実施期間 平成２４年度～平成２６年度） 

 

 

平成２４年３月 策定 

 

 

１ 施設の設置目的 

本県の伝統産業である九谷焼の振興を図るため、その発展を担う人材を養成するとと

もに、九谷焼の商品開発等に関する研究及び指導を行うことを目的として設置していま

す。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

  九谷焼産業に従事しようとする者に対し、陶芸に関する高度な理論と技術、技能を修

得させ、将来の九谷焼を担う優れた人材、並びに産業界に即応できる技能者を養成する

ことを役割としています。 

また、九谷焼産業に従事する者に対して、現代に調和したデザインの商品開発支援を

行うことも役割としています。 

 

３ 事業内容 

（１） 人材育成（研修）活動 

日本芸術院会員や人間国宝を始めとした多彩な講師陣による講義や実習などから、九

谷焼の様々な技法を修得させることにより、伝統を受け継ぐ優れた人材を育成していま

す。 

◎本科（２年制・定員１５名） 

初めて九谷焼の技法を修得しようとする者が、成形から下絵・上絵まで陶磁器の

全般的知識と技能を修得するための学科 

◎研究科（１年制・定員１５名） 

本科卒業生等の陶芸の専門知識・技能を持つ者が、独自の研究テーマを設定し、

より高度な知識と技術を修得するための学科 

◎実習科（１年制・週１回・定員３０名） 

九谷焼産業に従事する者が、さらに新しい知識や技術を修得するための学科 

造形コース（ロクロ）、加飾コース（上絵付等）の２コース 
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（２）商品開発に向けた支援 （「デザイン支援事業」） 

・卒業生や九谷焼技術者自立支援工房入居者など商品開発に意欲を持つ者を対象とし

て、専門家からアドバイスを受けながら、オリジナル性が高く、使い手の立場に立

った「ものづくり」を行う「デザイン支援事業」により、商品開発力の向上と、販

路開拓のノウハウの確立を支援しています。 

 

４ 現状と課題 

 （１）求められる人材の育成について 

       ・産地間競争が厳しい中、「どういうものを、どうやって売るか」を身につけることが

課題であることから「ものづくり」から「販売」までの一貫したメニューをカリキ

ュラムに組込み、消費者ニーズを肌で感じ取れる機会を提供していますが、更に、

市場調査や業界との話し合いをもち、研修生にとってより魅力あるカリキュラムに

見直す必要があります。 

 

（２）研修生の確保について 

・入学者数については、ここ数年、すべての学科において定員割れの状況が続いてい

ましたが、美術工芸系進学相談会への参加や、県高等学校文化連盟美術展での九谷

焼体験コーナーの開設、集客ポイント(しいのき迎賓館、県庁舎１９階等)での作品

展開催など、積極的な募集活動と研修所 PR に努めてきた結果、本科については、平

成２２年度には定員を満たすようになりました。こうしたことから、本科について

は、引き続き、定員を確保できるよう、また、研究科と実習科は、定員充足率が高

まるよう、引き続き、入学希望者の増加に向け、募集活動と研修所 PR 活動を強化し

ていく必要があります。 

          ・入学生の多くはホームページを見て応募していることから、卒業生の体験談、就職 

後の活動状況をわかりやすく掲載するなどの工夫に努めてきたところであり、より

入学希望者に魅力を感じてもらえるよう内容の充実を図っていく必要があります。 

・県民大学の一環としての開放講座の開催、県政バスや教育機関からの見学受入、県

内外での所蔵品や研修生の作品展示の実施により九谷焼に対する理解や関心の向上、

研修所の知名度の向上に努めてきたところです。入学希望者の増加につながるよう、

引き続き、こうした取り組みも積極的に行っていく必要があります。 
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 (３)商品開発に向けた支援について 

・経営基盤が弱い卒業生の自立を支援していくため、デザイン支援事業を実施すると

ともに、県デザインセンターが行うマーケット・イン商品開発事業への参加を後押

しするなど、売れる商品づくりを支援してきたところです。その結果、ハンドソー

プ容器、洗面ボールなどの水廻り品、照明器具の傘等の商品化を行ったところです

が、それらをうまく販売に繋げていく必要があります。 

   

(４)就職支援について 

・厳しい雇用環境の中でも就職できるよう、１研修生１企業に限っていたインターン

シップ研修を、希望すれば複数企業で研修できるように改めるとともに、研修生自

ら企業訪問させ、積極性をアピールするなど就職先確保に努めてきたところであり、

引き続き、求人と求職のミスマッチがなくなるよう努めていく必要があります。    

 

（５）施設運営の効率化について 

・従来から、県外講師用公舎の廃止や警備業務の長期継続契約への変更など工夫して

きたところであり、今後とも経費の節減・効率化に努めていくこととしています。 

 

５ 中期経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）測定指標と目標値 

測定指標 Ｈ２２実績値 目標値（Ｈ２６） 

① 本科入学志願倍率 １．２倍 １．５倍

② 研究科定員充足率  ３３％ ７０％

③ 実習科定員充足率 ６０％ ７０％

④ 本科から研究科への進学率 ６７％ ７０％

 

 

 

（１）中期経営目標 

  ① 本科の入学志願者数を定員の１．５倍に高めます。 

  ② 研究科の定員充足率を７０％に高めます。 

  ③ 実習科の定員充足率を７０％に高めます。 

  ④ より高度な技術力と商品開発力を修得した人材の育成に努めます。 
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６ 目標達成に向けた具体的な取組内容 

 (１)求められる人材の育成について 

・カリキュラムの編成にあたっては、市場の動向や業界の求める人材の育成を常に意

識した見直しを行うとともに、講師等の充実に努めます。 

・研究科の魅力を高めるために、より高度な技術が修得できるよう型打ち技法等を導

入します。 

・実習科の魅力を高めるために、加飾コース(上絵付等)については、現在の様々な上

絵技法を広く浅く修得する方法を見直し、一つひとつの技法をしっかり習得できる

ように変更します。 

 

（２）研修生の確保について 

・研修所の知名度の向上を図り入学希望者の増加に繋げるため、オープンキャンパス

や九谷陶芸村まつり等に合わせた施設開放等を行います。 

九谷茶碗まつり（５月）  研修所施設を一般開放 

夏（７月下旬～９月上旬） オープンキャンパス（絵付やロクロの体験） 

陶芸村まつり（１１月）  研修生及び研修所ＯＢの制作品の展示・販売 

・より多くの方に九谷焼や研修所を理解してもらうため、集客ポイント(しいのき迎賓

館、県庁舎１９階等)での企画展や研修所での開放講座(九谷焼上絵付講座)などを引

き続き開催していきます。 

・高校、短大、大学からの入学希望者を増やすため、引き続き、職員が陶芸に興味を

持つ生徒を把握している美術工芸系担当教官と密接に面会し、学生への紹介を依頼

していくほか、学生に九谷焼や研修所を知ってもらうため、校内で研修生の作品を

一定期間展示してもらえるよう働きかけます。 

・県外で陶芸活動をしている卒業生に対して、研修所卒業生であることを個展のパン

フレットに記載してもらうなど、研修所の広告塔となるように働きかけます。 

・ホームページについては、他の類似施設との違いをアピールするため、九谷焼の最

大の魅力である上絵付技法の絵入り解説や、日本芸術院会員・人間国宝などの講師

の講義風景を掲載するとともに、専門用語には解説を付けるなど、内容の見直しや

充実を図ります。 

 

(３)商品開発に向けた支援について 

・卒業生や自立支援工房入居者等の自立支援のため、引き続き、デザイン支援事業

等により商品デザインのハイレベル化や販路開拓、取引拡大を支援します。また、

県や県デザインセンターが行う商品開発事業などへの参加を側面支援します。 
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(４)就職支援について 

  ・研修所職員が企業や組合をこまめに回り、求人に関する情報交換を行い、卒業後の 

   就職支援を強化します。 
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参考資料 

１ 施設の利用状況 

（１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況） ※各年度４月学生数には休学者、復学者含む。 

 

【本科】               

指標 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

定員充足率 ％ ７６．７ ７０．０ ８３．３

 

 

総定員（各学年 15 人） 人 ３０ ３０ ３０

各年度４月学生数 人 ２３ ２１ ２５

 １年 人 １０ １１ １６

 ２年 人 １３ １０ ９

志願倍率（翌年度入学者入試） 倍 ０．９３ １．１３ １．２０

 志願者数 人 １４ １７ １８

合格者数 人 １２ １６ １６

就業率（進学者を除く） ％ １００．０ １００．０ １００．０

 卒業者数 人 １１ １０ ９

（うち進学者数） 人 （６） （５） （６）

関連産業就業者数 人 ５ ５ ３

 うち県内 人 ４ ２ ２

 

【研究科】             

指標 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

定員充足率 ％ ２６．７ ５３．３ ３３．３

 

 

定員 人 １５ １５ １５

各年度４月学生数 人 ４ ８ ５

志願倍率（翌年度入学者入試） 倍 ０．４７ ０．３３ ０．４０

 志願者数 人 ７ ５ ６

合格者数 人 ６ ５ ６

就業率 ％ ６６．７ ７１．４ １００．０

 卒業者数 人 ３ ７ ５

関連産業就業者数 人 ２ ５ ５

うち県内 人 ２ ５ ５

   

  



7 

 

【実習科】             

指標 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

定員充足率 ％ ４６．７ ６０．０ ６０．０

 

 

総定員(各ｺｰｽ 15 名） 人 ３０ ３０ ３０

各年度４月学生数 人 １４ １８ １８

志願倍率（翌年度入学者入試） 倍 ０．６０ ０．６３ ０．５３

 志願者数 人 １８ １９ １６

合格者数 人 １８ １９ １６

卒業者数 人 １３ １６ １７

 

【デザイン支援事業】 

項目 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

参加人数 人 １５ １５ １６

デザイン検討会 回 ６ ６ ６

商品開発数 ｱｲﾃﾑ １０ １１ １１

 

 

２ 収支の状況                                             （単位：千円） 

 Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算 Ｈ２３予算 

歳出 

 

 

 

職員費 ６９，５８２ ６７，７８７ ６９，０８８ ６９，５６９

運営費 １２，５２８ １３，４４５ １２，２３６ １２，７０９

研修事業費 ２０，５６７ ２４，２８４ ２０，４９３ ２２，２１９

開放講座開催費 ７９２ ７８６ ７５２ ７１９

計 １０３，４６９ １０６，３０２ １０２，５６９ １０５，２１６

歳入 授業料 ９，９８９ １０，８３４ １１，８２９ １３，６４１

入学検定手数料 ３３９ ４０４ ４５３ ４８７

入学手数料 １，６９２ ２，２２７ ２，０４７ ２，２１１

開放講座受講料 ９０ ９０ ９６ ９０

一般財源 ９１，３５９ ９２，７４７ ８８，１４４ ８８，７８７

計 １０３，４６９ １０６，３０２ １０２，５６９ １０５，２１６
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３ 利用者１人あたりの一般財源投入額       

                   Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 備考 

一般財源投入額 ①    91,359 千円 92,747 千円 88,144 千円  

利用者数 ② ４１人 ４７人 ４８人 全科研修生

数 

利用者１人あたりの一般財

源投入額 ①÷② 

2,228,268 円 1,973,340 円 1,836,333 円 

 
 

 


